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カラムジン「哀れなリーザ」における
普通名詞表現の分析

ーデータベースと多変量解析一

浦井康男

~ 1 テキストの形態処理と幅集統計

電算機は通常、個々の変化語形をそのまま一語として扱うため、例えばテキスト中の

CJlOBOの個々の変化形 (CλOB8，CJlOBOM， CJlOBe等)については、それらの出現回数を簡単に

数えることができる口しかしこれらの諸形をまとめて、 CJlOBOとして何回出現したのかは、

直接数えることが出来ない。そのため語形変化の多い言語では、簡単な語葉統計を取るこ

とでさえ、なかなか容易ではなかった。

だがロシア語の語形変化が電算機上のプログラムで実現されると、変化語形とその見出

し語(名詞では主格、形容詞では男性主格、動調では不定形等)の聞を結び付けることが

可能となる(1)。この作業を自動的に連続して行うように設計すると、テキスト中の個々の語

形に、その見出し語と形態論的情報を付加したデータを作ることができる。例 1は『哀れ

なリーザ』のテキスト (2)を縦に並び替え (WFの欄の語形を縦に読むとテキストそのもの

になる)、その各々の語形に文法情報 (HI，H2)と見出し語 (LEX2)を付加して作成した

データベースの一部である(3)。

例 1 (Example 1) 

REF SNO PNO 

041 02 01 2 1 

041 02 02 2 

041 02 03 2 

041 02 04 2 

041 02 05 2 1 

041 02 06 2 1 

041 02 07 2 

041 02 08 2 

WF HI 

MO)/{eT V 

6bITb V 

HI1KTO pr 

日3 pre 

)/{ I1BYLUI1X V 

B pre 

MOCKBe n 

H2 LEX2 

pun 

MOYb1 

6blTb1 

npr HI1KT01 

A 1131 

)/{I1Tb1 

A B1 

fO MocKB81 

このデータをまず品詞(HI)ごとに分け、次にその中を見出し語(LEX2)のアルファベッ

ト順に並び替えて州、同じ見出し語の数を数えると、品詞ごとに分けられた見出し語の語葉

統計が得られる。例2は『哀れなリーザ』で使われている名詞 (HI=n)について、上記の

手続きで得られた統計を、さらに出現頻度順に並び替えたものである(頻度5まで表示)。
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浦井康男

なお見出し語の後ろの数字は同形異義語の識別番号で、大部分は 1である(5)。

例 2 (Example 2) 

頻度見出し語

114 : Jll13a1 

46 : 3pacT1 

24 : cep.llue1 

23 : rJIa31 

21 : MaTb1 

18 : 4eJI08eKl 

17 : .lleHb1， pyKa1 

15 : cJIe3a1 

13 : .llywa1 

12 : 60r1， cMepTb1， U8eToK1 

11 : MaTy凹Ka1，pa31， 8peM兄1

10 : )J{113Hb1， 3eMJI冗1，cBeT2， cTapywKa1， .llpyr1 

9 : .llO可b1，λ的60Bb1

8 : MocKBal， He601， CJIOB01， xl1)J{l1Ha1， 4YBCTB01 

7 : 6eper1， B30p1，λy可1，MecT01， MI1HYTa1 

6 : .lleBy山Ka1，JIl1u01， JIyr1， MOHacTblpb1， MbICJIb1， HaTypa1， 06pa31， 061コ兄Tl1e1，peKa1， 

YλOBOJIbCTBI1e1 

5 : roλocl， ropo.ll1， .lleλ01， .lly61 ， OKH01， oTeu1， nOJIe1， pOlua1， py6λb1， cTa.llo1， TpaBa1， 

可acl

動調のデータは注6で示すが、二つの集計結果から両者の分布には大きな違いがあるの

がわかる。それは動詞で高頻度のものには、一般的な意義のものが多く(例えば、6blTb，MO恥，

CKa3aTb， xOTeTb， rOBOpl1Tb等)、作品のテーマに関連しそうな語は意外に頻度が低い (nJIa-

KaTb:7， nOueJIOBaTb:6回)(九これに対して名詞では、固有名詞(乃113a，3paCT， MOcKBa)や

一般的な意義のもの(.lleHb，pa3， BpeM兄， MeCTO等)を除いても、具体的な意義を持ち作品

のテーマと関連しそうな語が、かなり高い頻度で出現している (cep肌 e:24，rλa3:23， pyKa: 

17， cJIe3a:15回)。
そこで本稿では、これらの普通名詞に焦点を当てゆ)、これらが作品中でどのように使わ

れ、どのような表現機能を担っているかを解明してみたい。そのためには各々の変化語形

にその品詞や見出し語の情報が付加された、例 1のデータベースを体系的に運用し、それ

ぞれの局面で必要なデータを逐次得ていくことになる。

9 2 名詞の共出現と数量化 3類

電算機による語葉分析でよく使われる手法に、共出現関係の分析がある。これは「一つ
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カラムジン『哀れなリーザ』における普通名調表現の分析

の表現域に見出し語iもjも使ってあれば、その iとjとは共出現している」と定義し問、

複数個の表現域での見出し語の共出現を示すデータを形式的に処理して、これら見出し語

聞の内容的な関連を探ることである。例3でa1 '""a 7は見出し語、 bl'""b 5は表現域(例え

ば各センテンス)を、また1/0は見出し語の出現/非出現を示すものとする。するとこの

データは、例えば表現域blで見出し語alとa4が、 b2でa3とa5とa7が出現するこ

とを示している。

例3 例4

al a2 a3 a4 a5 a6 a7 al a4 a6 a2 a5 a3 a7 

bl 1 。。 。。。 bl 。
b2 。。1 。 。 一一歩 b3 。
b3 1 o 。。。1 。 b5 。1 。
b4 。。1 。。。1 b2 。。。
b5 。1 。 。。。 b4 。。。

¥~ーー

このデータのままでは、見出し語間の関連はとらえにくいが、これを例4のように、出

現を示す 1が対角線に沿う形に、a1 '""a 7およびbl'""'-'b 5の列と行を入れ換えると、その中

の内在的な関連が見えてくる。つまり例4で左上と右下に分かれた分布から、例3での見

出し語は a1、a4、a6" a 2と、 a5、a3、a7のグループに 2分され、また表現域もこつに

分離できる。このような並び替えの処理は、データ量が少なければ手作業でも可能だが、

データの規模が大きくなると、全体を見渡すことが困難になる。

しかしこの並び替えは、多変量解析における「林の数量化3類」という形で数学的に定

式化されている。詳しい点は専門書に委ねるが(10)、この並び替えは出現を示す 1を出来る

だけ対角線近くに置く、つまり各データの対角線までの距離の総和が、最小になるような

配置を求めるという操作の数学的な実現であり、最終的にはベクトルの間有値問題に還元

される。この値を直接得ょうとするとかなり厄介な手続きが必要だが、我々がここで行う

のは、複数の表現域における見出し語の共出現をチェックした、例3の形式のデータを作

り、これを多変量解析プログラムに送り込むことだけである(11)。

するとプログラムは間有値の近似解を計算し、共出現関係で類似したものには近い値を

与え、そうでないものには離れた値を与える。そこでこれらの値に従って、個々の見出し

語を空間上に配置していくと、親近性の高いもの同士が集まって、見出し語がいくつかの

グループに分けられる可能性が出てくる。

なおこの作業の特徴は、語の意義内容にまったく依存しない、形式的な処理であるとい

う点にある。そして分析の次の段階で、この結果を実際の作品の中で解釈し、それらが持

つ実質的な意味を検討することになるが、まず形式的な処理から始めよう O

S 3 数量化3類による分析

共出現関係を利用した普通名詞の表現機能の分析のためには、対象となる見出し語の選
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択が必要となる。そこで例2の名詞のリストに次のような制限を加えて語を選ぶことにす

る。

1 )時間や場所等の一般的な意義の名詞や、慣用句を形成するものは、どのような文脈に

も出現する。そのためこれらの語は、特徴的な名調の分析にはノイズとなることが多

いので、分析の対象には含めない。これに該当するのは股Hb1，pa31， BpeM兄1，MecT01， 

MHHYTa1， 06pa31 (TaKHM 06pa30M)で、ある。

2 )固有名詞は本論文では扱わないが、その他に呼びかけや特定の人物を示す名詞も上記

と同じ理由で除く。これらは乃H3a1，3pacT1， ~ocKBa1 ， MaTb1， ye~oBeK1 (Mo~oaoH 

可eλOBeK)，60r1， MaTy山Ka1，apyr1， cTapywKa1， aO可b1，aeBy山Ka1である。

3 )頻度5以下の見出し語は、その数が急に増大し、プログラム上の制約も加わるので除

く(1わ。

従って例 2で示した 55個の名詞から、上記 1)、 2)、 3)で示したものを除く 26個、

cepaue1， rλa31， pYKa1， c~e3a1 ， aywa1， cMepTb1， UBeToK1， )J{H3Hb1， 3eM~兄1 ， cBeT2， ~旧60Bb1 ，

He601， CλOB01， xH)I{HHa1， YYBcTB01， 6eper1， B30p1， ~y可 1 ， ~Hu01 ， λyr1 ， MOHacTblpb1， MbIC~b1 ， 

HaTypa1，06b兄THe1，peKa1，yaoBo~bcTBHe1 を選び出す。なお以下でこれらの語を引用する際

には、同形異義識別番号は省略する。

次に問題となるのは、共出現関係を決める「一つの表現域」の範囲である。第2節の定

義ではこれには何の制限もなく、句、文、段落のいずれも可能であるが、ここでは常識的

に一文から出発し、処理を進める中で実際の現象に対応させてゆく。

以上の前提のもとに例1のデータベースを運用し、同一の文番号 (SNO)のレコードを

上から順にたどり、その見出し語フィールド (LEX2) に示された見出し語が、上記 26個

の名詞のどれかに一致していないかをチェックするプログラムを作成した。例5はこの出

力データの一部であるが、各行の左端は該当する見出し語を含む文番号を、 0と1の並び

はその文で上記の見出し語 (a1: cepaue， a 2: r ~a3"-'a 26: y aOBo~bcTBHe) のどれが出現し

たかを示しており、例えば文番号2では a2 (川a3)とa20 (λyr)が出現したことを意味し

ている。なお数量化3類で扱えるデータの値は、出現の有無等を示すカテゴリー値のみで

あるため、同一文中で同じ見出し語が二回以上出現してもそれを評価できないが、このよ

うな場合はわずかであった(13)。

お
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このデータを数量化3類のプログラムに送り込み、共出現関係の親近性を評価した値を、
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図1

平面上に配置すると図1になる。なお間有値は3次元まで計算している。

図1から MOHaCTblpbが、また 3次元を考慮すると MblCJlbも(lぺ原点から大きく外れた特

異点、をなし、一方他の見出し語は、際立つたまとまりを作らないことがわかる。これはこ

の作品においては、一文ずつのチェックでは「一つの表現域」の範囲が狭すぎて、データ

が孤立ぎみになったためと推察される。

そこで例6で示すように、「一つの表現域」の範囲をこ文に拡大し、一文ずつずらしなが

らチェックを試みる。なおこの場合段落の終りに達したら、チェックはそこで終り、次の

文には行かないようにする。このような設定をすると、見出し語は最大2回数えられ、現

実とのずれが生じるが、前述より数量化3類では出現頻度は問題にしないため、このよう

な処理は許容されると考える。

文番号

工ご(文番号 12とM のチェックを文番号山記す)

--r-13 (13と14での結果を 13の所に記す)

--1 --，，-14 (14と15での結果を 14の所に記す)

d--15 (段落末のため 15だけでチェック)

例6

段落

12 3 

13 3 
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2 

チェックを二文に拡大して調べたデータの解析結果は省略するが、 MOHaCTblpbとMbICJIb

は相変わらず特異点をなし、他の語群には多少のまとまりができる。そこで「一つの表現

域」の範囲をさらに拡大し、三文の範囲でチェックを行い、その結果を解析した。すると

MbICJIbは特異点のままであるが(15)、MOHaCTblpbは他の語群に含まれ、しかもこれらはいく

つかのグループに分けることが可能のように見える。ただ MbICJIbのために、データ全体が

偏って表示されるので、これを除いた見出し語25個で再度解析を行った。結果を図 2で示

す。

図2から、これら 25個の見出し語は共出現関係の親近度に従って、大きく三つのグルー

プに分けられよう。それらを図上の右から順に示すと次のようになる。

第 I群 UBeTOK，He6o， JIyr，λ円， 3eMJIH， MOHacTblpb， CBeT 

第II群 rJIa3， pyKa， o6bHTl1e， 6eper， CJJe3a， B30p， cepllue 

第III群:llY凹 a，y 1l0BOJIbCTBl1e， CJIOBO， JIf060Bb， 4yBcTBO 

なお CMepTb，)/{113Hb， XI1)/{l1Haは少し値が離れているために、また JII1UOは3次元の値が高

いために、どこのグループにも帰属させなかった(16)。一方 peKaとHaTypaはI群と II群の中

間に位置している。

ここで各グループに属する個々の語の意義内容を検討すると、 I、III群の各々には意義

に共通性があることがわかる。それは I群がいわば外界(具体的世界)に、 III群が心や心

情(抽象的事物)に関係していることである(1九

これに対してII群は、一見雑多な集まりのように見える。しかしこの作品ではリーザの感

情は、以下の例で示すように、言葉よりも彼女のちょっとした仕草で表現されることが多く、
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カラムジン『哀れなリーザ』における普通名詞表現の分析

またこのような場合にII群の語がよく使われているo従ってII群の語は、外界を示す6eper

を除き、感情を示す身体の一部や感情を引き起こすもの、つまり感情に関わるものと規定

することができると思われる(18)。例7でpyKaを含む典型的な例を示すが、ここでの pyKa

は、単なる「手」を越えて、彼女の感情を表現したり、感情を喚起するものとなっている O

例 7 (イタリック :II群の語)

一一一一日 caMno 8peMeHaM Mory 3aXO)lHTb K 8aM>. TYT 8 2.lta3a.x J1H3HHbIX 6λeCHyλa 

pa)lOCTb， KOTOpyfO OHa Tw，eTHO COKpbITb XOTeJIa; w，eKH ee nbIJIaJIH， KaK 3ap冗 B兄CHbIHJIeTHHH 

8e可ep;OHa CMOTpeJIa Ha JIe8bIH pyKa8 C80H H山Hnaλaero npa8ofO pyKO的./4524-28(19) 

3paCT BbICK04HJI Ha 6eper， nO)loweJI K乃H3eH一一 Me4Taee OT4aCTH HCnOJIHHJIaCb: H60 OH 

83r JIHHy JI Ha Hee C 8H)lOM JIaCK08bIM， 83只JIee 3a pyKy... A J1H3a， J1H3a CTO冗JIaC nOTynJIeHHbIM 

630pO.M， C OrHeHHbIMH llleKaMH， C Tpenew，yw，HM cepdu，e.M --He Mor JIa OTHHTb y Hero pyKU， 

He MOrJIa OT80pOTHTbC冗， KOr)la OH npH6JI日米aJIC刃 KHeH C p0308bIMH ry6aMH C80HMH・../4709-15 

一方明らかに外界を示す 6eperが、感情に関わる II群の中に組み込まれているが、その理

由は、リーザとエラストの恋がモスクワ河の岸辺を舞台に展開し、同じ文脈にこれらの語

が共出現するためと推定される。このような点に、意味を排除した形式的な処理の弱点が

現れるが、これを踏まえれば、逆にII群の 6eper、I群と II群の中間にある peKa、およびリー

ザと母親が暮らす XH)f(HHaは、 I群の「速い風景」に対する「近い風景」として解釈するこ

とが出来よう。

以上より、この節の初めで示した 26個の見出し語は、共出現に関する数量化3類の解析

によって、次のように分類されるD

I群(外界): 118eTOK， He6o，λyr， JI円， 3eMJIH， MOHaCTblpb， C8eT 

II群(感情): r凋 3，pyKa， 06bHTHe， Cλe3a， 830p， Cep)ll~e 

III群(心:)lywa， y)1080JIbCT8He， CJI080， JIf0608b， 4y8CT80 

1 '群(近い外界): 6eper， peKa， XH)f(HHa 

特異点:MbIC品(却)

その他:CMepTb， )l{H3Hb， HaTypa， JIHlld21) 

このような形でのグループ化が成功したのは、最大3文の範囲内でこれらの語に共出現

関係があったためであるが、これを換言すれば、『哀れなリーザ』ではこれらの名詞は、意

義的に近いもの同士が互いに組み合わされ、重ね合わされる形で使われていることになる。

そしてこの結論は、第一節で問題提起した、この作品におけるこれらの名詞の使用上の特

徴を示すものともなろう。例7でII群の例を示したが、以下の二例で I、III群の組み合わ

された場合を示す。

例 8 (イタリック 1群の語)

くAx，J1H3a!一一 r080pHJIaOHa.--KaK 8Ce XOpOLlJO y rOCnO)la 6ora!山eCTOH)lec兄TOK)lO-

)l{H8afO Ha C6eme， a 8Ce ew，e He Mory Har JIH)leTbC珂 Ha)leJIa rocnO)lHH， He Mory Har JIH)leTbC冗 Ha

-107-



浦井康男

lJHCTOe He6o， nOXo)¥{ee Ha BbICOKHH山aTep，日 Ha 3e.JoVl的， KOTOpa兄BC兄KHHrOll HOBOIO TpaBOlO H 

HOBblMH ~8em仏!vt U nOKpbIBaeTC只.一一一一/4818-23 

例 9 (イタリック :m群の語)
Bce 6J1eCT兄IlJ}Ie3a6aBbl 60Jlb山oroCBeTa npellCTaBJI兄J1I1CbeMy Hl1lJTO)¥{HbIMI1 B CpaBHeHl111 C 

TeMI1 ydo80JlbCm8U広!vtU，KOTOpblMI1 CTpaCTHa只llPy)¥{6aHeBI1HHOH dywu nHTaJla Cepllue ero. C 

OTBpallleHl1eM nOMblIlJJlHJI OH 0 npe3pl1TeJlbHOM CJla1l0CTpaCTHI1， KOTOpblM npe)¥{lle ynl1BaJlI1Cb ero 

りθcm8a.<兄 6YllY)¥{I1Tb C J111301O， KaK 6paT C CeCTpOlO，一一-llyMaJl OH，一-He ynoTpe6J11O BO 

3J10 Jl的 68Uee 11 6YllY BCerlla C可aCTλI1B!>/4910-17

しかしながら、上記の見出し語のグループ分けは、三文の範囲での共出現関係のチェッ

クを、一文ずつずらして行った結果であり、そのため個々の見出し語は最大3回数えられ、

実体を正確に反映していない恐れがある。またこのグループ分けが、例7、8、9のよう

な作品中の特定の箇所だけでなく、作品全体においても成功しているかどうかを検証する

必要がある。

そこで次節では、これら I、II、III群の 18個の名詞を対象に、それらの実際の出現数を

段落毎に集計して、その分布のデータから個々の段落の特徴を考えるという作業をしてみ

よう D この作業を別の観点から述べると、作品に出現する全語形 5047個を約 1300個の見

出し語に還元し(問、さらにその中のわずか 18個の普通名詞の出現を手がかりに、この作品

の構成を探ることを意味するが、はたしてこのようなことが可能であろうか。

~ 4 三つの語群による段落の性格付け

これらの見出し語を使った段落の性格付けのため、例 1のデータベースに対して、段落

単位で該当する見出し語の出現をチェックし、これらを I、II、III群別に集計するプログ

ラムを作成した。出力結果に編集を加えたものを次ページの図3で示す。

なお図3では「段番」は初めから数えた段落番号、「文計」はその段落に含まれるセンテ

ンスの合計(問、「語群別集計」でのアラビア数字 1、2、3はそれぞれ語群 I、II、IIIを、

数字の後の*一つはその語群に属する名詞が 1回出現したことを示す。また「コメント」

はその段落の概要であるが、これを手がかりにこの作品のプロットの展開を区切ると、図

3で示すー~五(1 '"'-' V)部に分かれよう。

それでは第一部から第五部について、各段落の内容とそこに含まれる各語群の出現のパ

ターンを検討しよう O

まず第一部は導入部に当り、モスクワ郊外の描写や主人公の説明等の状況設定に当てら

れている。そのため I、II、III群の見出し語中、ここで基本的に使われるのが、外界に関

連した I群の語であることは、当然ともいえる。ただ修道院での苦行僧のイメージ(段落

3 )、夫を亡くしたりーザの母の嘆き(段落6)、モスクワの街頭で出会ったエラストに淡

い思いをよせるリーザの様子(段落7、9)が語られるため、 II群の語もいくつかの段落で

かなり現れている。
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文計語群別集計 コ メ ン ト

¥ 

2 1 * 2 * 作者はよくモスクワ郊外を散策する

2 6 モスクワ郊外の描写

3 9 修道院の廃域、苦行僧のイメージ

4 3 J1113a (以下λ)の物語の導入

1 I 5 2 1 * 乃家の廃櫨

6 17 1 ****** 2 **ホ**** 乃の家族の説明、夫を亡くした母の嘆き

7 21 1 * * * *ホホ 2*ホ* 町ても花売り、 3paCT(3)に初めて出会う

8 10 2市** Aが町に出た時の母の心配

9 5 1本*2 * * 3のため花を摘み、町で3を待つ

10 39 1 * *ホ 2*********~3 * 3が窓辺に立ち飲物を所望、乃の恥らい

II I 1] 6 1**2**ホ*13* 作者による 3の紹介、 J1に一自惚れ

12 20 1 *ホ**2 ****.13 ** 乃の心に3が焼き付く、姿を牧童に重ねる

13 1 。 3がボートに乗って現れる

14 11 3が愛を告白、3も愛されているのを知る

15 26 二人の愛の確認の対話

16 21 J1には喜びで世界が輝く、母の自然賛歌

17 18 乃と 3の逢引、二人の充足された心

III I 18 9 J1に促され3は母にも会う

19 23 母の婿探しに乃が悲しむ

20 6 3の抱擁に飛び込み、一線を越える

21 27 起こったことに乃はおびえる

22 10 2****3***本****ホ 逢引は続くが全てが変わる、破局の始まり

23 5 O 3は軍役に就くことを伝える

24 27 1*83本 乃は嘆き、自分を忘れないように懇願

25 2 。 作者の注

26 13 3と母の最後の会話

27 6 λと3の最後の違引

NI 28 1 3が立ち去る、 J1は失神

29 20 乃は後を追うのをやめ、悲しみに耐える

30 11 二月後λは3に再会、 3はλを追い出す

31 4 作者の憤慨

32 6 。 作者による 3の行動の説明

33 23 1 … **ε~3 … λは絶望し、池に身を投げる

34 2 

@ 
刀の死

v I 35 2 乃の墓、作者の訪れ

36 4 母の死、 J1の家は廃屋になる

37 5 。 3の後悔、後日談

図3 (Fig.3) 
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第一部と第二部を区切るのは、段落 10の最初の部分、エラストがリーザの家の窓辺に

立っているのを彼女が見つける箇所である。

第二部ではエラストがリーザの家に入り、母親と言葉を交わす。リーザは恥らうが、彼

の姿は彼女の心に深く焼き付き、翌朝モスクワ河の岸辺に出たリーザは、家畜を追う牧童

に、彼の姿を重ね合わせる。ここでは外界の記述のための I群の語と共に、リーザの恥ら

い(段落10)やエラストへの思い(段落 12)を描くために、かなりの量のII群の語が使わ

れている。

第二部と第三部を区切るのは段落13の、ボートに乗ったエラストの突然の登場である。

第三部では、二人が互いに愛し合っていることを知り、リーザには喜びで世界も変って

見える(段落16)。逢引は続き二人の心は満たされるが、やがて母によるリーザの婿探しを

契機に、彼らは一線を越える O ここでは上記の段落16を除いて、外界を示す I群はほとん

ど現れず、代りに感情と心を示すII、III群が、相当な量で用いられている O

中でも突出しているのは段落17、22である。前者では逢引での二人の様子や会話が、か

なり長い文脈(21文)で述べられ、 II群 9個、 III群 7個が現れている。一方例 10で示す段

落 22は、二人の逢引が一線を越えた後まったく変り、彼らの関係の破局が暗示されている

部分である。この段落はこの作品で一番重みをなす部分であるが、10文の範囲にII群4個、

III群 9個が集中して現れ、作品全体の中でも特異な分布を示している。

例 10(II群:イタリック、 III群:下線付きイタリック)

CBI111aW伺I1X npOllOJDKaJII1Cb; HO KaK BCC nepeMeHI1JIOCb! 3pacT He MOr y)l{e 1l0BOJIeH 6blTb 

OllHI1MI1 HeBI1HHblMI1 JIaCKaMI1 CBOeH乃113bl一一一 OllHI1MI1ee Jl幻 6BUI1CnOJIHeHHblMI1 B30pa.MU 

OllHI1M npl1KOCHOBeHl1eM pyKU， OllHI1M 1l00~eJIyeM ， OllHI1MI1 411CTblMI1 o6'oflmu広MU. OH  )I{eJIaJI 

60λbllle， 60JIhLile 11， HaKOHeu， HI14erO )I{eJIaTb He MOr，-一一一4TOnpl1HallJIe)l{l1T 110 J1113bl， TO 

OHa， COBepUJeHHO eMy OT llaBLlJl1Cb， 11M TOJIbKO )I{I1JIa 11 llblWaJIa， BO BCeM， KaK amcu， nOBI1HOBa-

JIaCb ero BOJIe 11 B ydOBOペbcmBUUero nOJIaraJIa CBOe C4aCTl1e.-一一 /50 43~51 15 

第三部と第四部の区切りは、軍役に就くためしばらく別れることをエラストがリーザに

告げる、段落23である。

第四部の前半ではエラストと別れるリーザの嘆きや不安が語られ、 II群が中心に使われ

ている。ただこれ以降の段落全体にいえるのは、 I、II、III群のどの出現もかなり抑えら

れ、第三部までとは異なって、これらの見出し語が、段落を性格付ける的確な指標になり

難いことである。例えば段落29は、リーザがエラストの後を追おうとするが、母のために

思いとどまり、悲しみに耐える様子が描かれている所であるが、このかなり長い文脈 (20

文)でも I群が3個、 II群が4個しか現れない。

第四部の後半では、エラストと別れたリーザが母の用事でモスクワに行った際、偶然彼

に行き会うが、彼は彼女に金を渡し屋敷から追い出してしまう。そのためリーザは絶望し

池に身を投げるという破局が描かれている O プロット自体はこのようなダイナミックな展

開を見せるが、名詞表現に関しては前半の傾向を引き継ぎ、 I、II、III群の見出し語は散

発的にしか現れない。
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その中で絶望したリーザが油に身を投げる段落33は、データ的に I、II、III群が各々 5、

2、3個出現した特異な分布である。だがここでの I群の 4個は、 He60と3eMJIHの繰り返

しであり、これらは例 11で示すように「天が落ちたら、地が呑み込んだら」という絶望の

表現として使われているo 従って実際の語群の出現は 1、2、7個とみなされ、この段落

がリーザの心の状態を訴す最後の山場であることが理解される(24)。

例 11

<MHe HeJIb3兄 )!{HTb，--1I.yMaJIa乃H3a，--HeJIb3冗!..0， eCJIH 6bl ynaJIo Ha MeH兄 He6o!ECJIH 

6bl 3e.M./lfl nor JIOTHJIa 6e1I.Hy旧!..HeT! He60 He na1I.aeT; 3e.M./lfl He KOJIe6JIeTC冗!rOpe MHe!> /54 

17-20 

第五部のエピローグは、段落34から作品の終りまでに該当するが、該当する語群は散発

的にしか現れない。

以上述べたことを語群の出現の側面からまとめると、表 lのようになろう。なお語群の

出現で( )内はその出現が少ないことを示す。

衰 1

段落番号 文番号 議群の出現 作品の区分

一部 1"'-' 9 1"'-' 76 (II ) 
A 

一部 10'"'-'12 80~141 (1) II 

三部 14~22 143~293 II III B 

四部 24~33 299'"'-'411 (II ) 
C 

五部 34'"'-'37 412~424 (1) 

状況設定が中心の第一部とリーザの淡い恋心を描いた第二部では、語群の出現に多少の

差はあるが、この二つをまとめた序盤のA部で基本的に用いられているのは、外界を示す

I群と感情を示すII群である。次にリーザとエラストの恋を描く中盤のB部では、感情を

示すII群と心を示すIII群が主体となる。このA、B部に関しては図3からもわかるように、

I、II、IIIの語群はテーマの展開に積極的に関わり、各段落を性格付ける的確な指標となっ

ている。これに対して終盤のC部では、これらの語群の出現が急に減り、これらによる性

格付けが難しくなる。また中には例 11のように、指標の変質が生じているものもある。

従って見出し語I、II、III群による段落の性格付けは、 A部と B部では成功したがC部

ではあまり有効でないことがわかった。これを評価すると成功率は約 70%になるが(25)、な

ぜ終盤のC部でこれらの見出し語の、指標としての有効性が下がったのであろうか。

9 5 名問衰現と動嗣表現

上記の問題を検討するため例 1のデータベースを再度運用して、 A、B部と C部におけ
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る名詞と動詞の出現数を調べてみると、表2のようになる。ここから全見出し語に対する

動詞の出現比 (19.8%: 22.8%) でも、出現する動詞と名詞の比 (0.82: l.04) からも、

C部で名詞の使用が減り、逆に動詞の使用が増えていることがわかる。

しかしながらこの現象は、作品を読むと直感的に感じることでもある。つまりこの作品

で導入のA部からリーザとエラストが一線を越える B部の終りまでは、物語の語り口は

ゆったりと叙情的であり、彼女の感情や心情は例 7'""--10で見られるように、いくつのも名

詞を互いに組み合せ重ね合わす、連綿とした表現の中で示される。

だがC部に入ると、事件は急速に展開して結末を迎え、ここに動詞を表現の中心とする

文が連続することになる。そして上記の統計値の差異は、この文体の変化を反映したもの

と考えられる。次の例 12で動調を表現の中心にした例を示すが(イタリックが動調)、完

了体動詞を畳み掛けるように使う、テンポの早いこのような表現には、名詞を組み合わせ

た叙情的な表現の入る余地はない。

例 12 (Example 12) 

80瓦HHlleHb乃H3a1l0JDKHa 6blJla uomu B MOCKBY，一一一一Ha01lH0i1 H3 60品山HXYλHU 

BcmpemuλαCb ei1 Be~HKo~enHa兄 KapeTa ， H B cei1 KapeTe yθuoeぇαOHa3pacTa. くAx!>-

3aKpu切aJlaJ1H3a H 6poCUJlαCb K HeMY， HO KapeTa npoexαJlαMHMO H nOBOpOmUJla Ha llBOp. 

3paCT BblUJeJl H xomeJl y)¥{e uomu Ha KpbI~bUO orpoMHoro 1l0Ma， KaK BllPyr no吃yBcmBoBαJl

ce651 B J1H3HHbIX 06も兄TH51X. OH n06JleOHeJl一一1l0TOM，He omBe'ta5l HH C~OBa Ha ee 

BOCK~HuaHH只 ， B35lJl ee 3a pyKy， npUBeJl B cBOi1 Ka6HHeT， 3anep llBepb H CKa3αJl ei1:一一一一

日pe)¥{lle He)\{e~H J1H3a .MOZJla OnO.MHUmbCfl， OH BblBeJl ee H3 Ka6HHeTa H CKa3αJl c~yre: 

<JljフOBOOU3Ty /.lesywKy co /.lBopa>.!53 21-38 

以上より、作品のC部で名詞 I、II、III群による指標が効力を失うのは、この指標の取

り方に誤りがあったからではなく、この作品には少なくとも二種類の表現手段が使われて

いることによるといえよう。その一つは名詞を組み合せた叙情的な表現で、 A部からB部

にかけて多く使われ、もう一つは動詞を中心とした簡潔な表現で、主にC部で使われてい

る。そしてC部における名詞の指標の無力化は、逆に表現手段がA、B部と C部で大きく

異なっていることを示す、有力な証拠と見ることもできょう。なお表現手段のこのような

二分化は、この作品だけのものか、それともカラムジンによくある手法なのか、それとも

他の作家でも一般的に見られる傾向なのか等の考察は、同様の手続きで他の作品を分析し

比較する過程で、今後解明されていくと思われる。

また表1で示した語群の出現のパターンは、 IとII、IIとIII、あるいはII群のみ、とな

全見出語

3678 

1369 

動調

729 

313 

表 2

動詞出現比

19.8% 

22.8% 

名詞

884 

299 

動調/名詞

0.82 

1.04 
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る。これはこの作品が、感情を示すII群の語講堂を表現の中核として用い、外界や心の表現

にも常に感情に関わる II群の語葉を関連させていることを意味しよう o このことは、外界

や人の心を常に感情というプリズムを通して描いたとされる、センチメンタリズムの手法

そのものに対応する図式でもある。

最後にこの研究では例 1で示したデータベースに、分析の目的に応じて四つの異なる側

面からアクセスし、それぞれ性質の異なるデータを引き出している。それらは、

(1) テキスト中の各崩懇意懸ゑと~Jv玄、個々の変化語形の代りに、対応する見出し語を

使い語葉統計を取った。(~ 1 ) 

(2) 語葉統計から得られた高頻度の 26個普通名詞について、それらの共出現を文レベルで

チェックし、数量化3類の解析のためのデータを作った。 (93 ) 
(3) 共出現の解析で得た、見出し語の三つのク。ループ化が妥当なものかどうかを検証する

ため、段落レベルでこれら三つの語群の出現をチェックし、得られた語群別集計の分

布から各段落の性格付けを試みた。(~4 ) 

(4) 指標としての三つの語群の有効性が、作品の終盤で下がる原因を探るため、作品を序・

中盤と終盤に分付、それらミヨ史黄金支0)名詞と動詞の出現数をチェックした。 (95 ) 

上記の作業とその結果から、このデータベースは単なる語葉統計だけでなく、文学作品

における表現の分析においても、相当に有効なものであることが示せたと思われる。

本稿は 1993年度の日本ロシア文学会で発表した原稿に、藤沼費、丹辺文彦両氏の貴重な

御指摘を得て、一部修正を加えたものである。ここで問先生に心からの謝意を表したい。

、主

1 岡本哲也・山本佳代子・浦井康男「ロシア語の形態生成と Prolog系J (1) -名調・

形容詞・代名詞一、 (11)-動詞ー『電気通信大学紀要』第6巻第 1、2号、 1993年、

29-38頁、 157-169頁。

2 現在のところこの作品の厳密なテキスト校正版は存在しないので、OCRによる読み取

りには、比較的印刷のきれいな H.M. KapaM3HH， 3αnUCKU cmap020 .MOCK08CK020 

JlCUme/lfl， MocKBa， 1986， CTp. 41-55.を使った。だだし段落の区切りについては、 H.M.

KapaM3HH， CO'iUHeHUfl，日3)1.3-e， MocKBa， 1820， T.6.に従った。

3 WF (W ord F orm)はテキスト中の個々の語形、 HIは品詞、 H2は品詞補足情報、 REF

(Reference)はその語形がテキスト中の~頁~行自の前から~番目に出現したかを、

SNO (Sentence Number)は作品の初めから数えた文の番号、 PNO(Paragraph 

Number)は段落の番号を示す。なおこのデータはリレーショナル・データベース

dBXLで運用されている。

4 実際には例1のデータベースに、 HIとLEX2フィーノレドで多重インデックスをかけ

ればよい。

5 ちなみにこのデータでは頻度 10のCBeT2は「世界」を、一方CBeT1は「光J を示す。
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なお同形異義語の識別番号の割り当ては、 A人 3aJII13HHK，nフa.MMamU'ieCKUUCJlOBα']Jb 
pyCCK020 fl3blKα， MocKBa， 1977， cTp.878.に準拠している。

6 同形異義識別番号はいず、れも 1なので省略して示す。

67 : 6blTb 

43 : MOYb 

30 : CKa3aTb 

21 : JI10611Tb 

19 : XOTeTb 

16 : rOBOpl1Th 

15 :江yMaTb，3HaTb 

12 : )){I1Tb 

10 : B3兄Th，BHneTb， OTBe~aTb ， CMOTpeTb 

8 : 11 nT 11 ， nOHTI1 

7 : 6bIBaTb， B3r JI兄HyTb，naTb， Ka3aTbC兄， nJIaKaTb， npl1l1TI1， Cl1neTb， CTO兄Tb，yBl1neTb 

6 : 60兄TbC兄， B03BpaTI1TbC兄， nOueJIOBaTb， yMepeTb等

7 この値は動詞の体の対を考慮していないので、これを加味すればもう少し異なった様

予を示すかもしれないが、現在のところ未処理である。

8 形容詞については、浦井康男「数量化理論によるエピテットの性格付けの試み一口シ

ア語形態処理の発展一J [J福井大学教育学部紀要』第 I部人文科学第 46号、 1993年、

21~33 頁で数量化 4 類による分析を試みている。

9 水谷静夫『語葉』朝倉日本語新講座第 2巻、朝倉書庖、 1983年、 121頁。

10 例えば、岩坪秀一『数量化法の基礎』朝倉書居、 1987年、 254頁、林知己夫、飽戸弘

『多次元尺度解析法』サイエンス社、昭和 57年、 290頁等を参照。

11 本研究では Lotus1-2-3 MS-DOS版(ロータス)と、そのアドインソフトの

Lotus 1-2-3 多変量解析(オードマン)を使用した。

12 現在使用しているソフトでは、データ転送に際して一行 240バイト以下という制限が

あり、カテゴリー数が多すぎると見出し語のタイトルの転送ができなくなる。

13 同一文中で同じ語が2回出現したのは、 YYBCTBO(文番号 14)，MOHaCTblpb (同 17)，CBeT 

(34)， )){113Hb (209)， nyLUa (250)， JIyY (363)の6カ所であり、分析全体に影響は与え

ないと思われる。なお同じ語が3回以上出現する場合は無かった。

14 3 次元は他のものは+2~-2 の聞にあるが、 MblCJIb は十 5.2 の値を取っている。

15 MblCJIb を除く他の語は 1 次元、 2 次元とも +2~ 2の聞におさまるが、MblCJIbは1次

元で+4 となる O なお 3 次元は全語が+2~-2 の範囲内にあった。

16 3 次元の値は JII1UO が +3.5 で、他は+2~-2 の範囲内にあった。

17 CJIOBOは意義的には若干ずれているが、共出現関係からここに評価された。

18 別の表現では、 III群が内的感情を示すのに対して、 II群は外的感情の表現に用いられ

ているともいえる。

19 数字は注2のテキストでの頁・行を示す。

20 MblCJIbが特異点になるのは、第 5節と関連するが、この作品ではこの語が、動調的な意

義で使われているためと思われる O

21 3次元の値が高いために除いた λI1UOは、意義的にはII群に近いものだが、たまたま上

記 25個の見出し語以外の語との結合が多かったため (Ha Jluu，e 11 BO Bcex ee 

江BI1)){eHI1HXo6HapY)){I1BaJIaCb cepne~Ha兄 panOCTb.!4806等)、 II群とは少し離れた位置に
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評価されたと考えられる。これをII群に組み込むことも可能だが、ここではデータの

客観性を保つために排除した。

22 見出し語が約1，300となっているのは、 HI1C 4eM、llpyrC llpyroM等の2つに分離され

る語の処理が未確定なためである。

23 段落番号はタイトル部をO番とした。また会話等での文の区切りは発話内容によらず、

形式的に大文字で始まる所に設定した。

24 藤沼貴氏はここに作品の冒頭との対応(自然の枠作り)を見ている。

25 A、B部の文章数/全文章数(293/424)x 1000 
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A Study on Expressions of Common Nouns in Karamzin's "Poor‘Liza" 

一一DataBase and Multivariated Analysis-

Yasuo URAI 

We have performed a morphological analysis of word-forms in the text， and 

then produced data supplied with lexical items and morphological information. 

Example 1 comprises data obtained by a processing of Karamzin's "Poor Liza" in the 

manner described above. 

On the basis of these data lexical statistics were compiled for each part of 

speech separately， and for the nouns (Example 2)， we have selected 26 common nouns 

with high frequency of occurrence and concrete meaning (cepllue， r J1a3， pyKa， CJle3a， 

llyUIa， CMepTb， UBeTOK， )!013Hb， 3eMJI只， CBeT， JI的60Bb，He6o， CJlOBO， XIDKI1Ha， YyBCTBO， 6eper， 

B30p， J1y可， J1 111~O ， J1yr， MOHaCTblpb， MbICJlb， HaTypa， 06b只Tl1e，peKa， Y1l0BOJlbcTBl1e) and 

examined their contextual co-occurrence. 

We have processed these data on the basis of Multivariated Analysis (Hayashi's 

Quantification Theory Type 3) and evaluated the co-occurrential proximity of these 

common nouns. Then the 18 nouns were c1assified into three sets as is shown in 

Figure 2. We assume that these sets of lexemes are related to objective environment 

Ü~BeTOK， He6o，λyr，λY可， 3eMλ只， MOHaCTblpb， cBeT)， sentimental atmosphere (r J1a3， pyKa， 

06b兄Tl1e，CJle3a， B30p， cepllue) and mental phenomena (nyuJa， y 1l0BOJlbCTBl1e， CJlOBO，λ的60Bb，

YYBCTBO). 

Further， taking these data into consideration， we produced data obtained by 

calculating the total number of occurrences for each lexical items in the individual sets 

and for each paragraph. Then we tried to judge the character of each paragraph and 

all the work from the pattern of distribution as shown in Figure 3. 

In the initial sections (I，II) and the middle section (IIl)， the number of occur-

rences is sufficient to make the calculated numbers operate as parameters which 

reflect sensitively the content of the paragraph analyzed and the data seem sufficiently 

representative. On the other hand， we have found that in the final sections (lV，V) 

where the occurrence drops and the efficiency of these parameters decreases， different 

means of expression， which are essentially based on use of verbs， prevail (Example 12). 

Finally， if we examine the co-occurence pattern for each of the sets of lexemes 

(Figure 3)， we find that， although there is more or less variabi1ity between the five 

sections of the work， the general tendency is as follows. Occurrence of the lexemes 

which are related to sentimental atmosphere is observed also in the paragraphs 

containing t 


